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第19回　資生堂児童福祉海外研修団　日程表

1992年 9月7日㈲　成田発
　　　　　　モスクワ、ウイーンを経てアムステルダムから陸路で

　　　　　　ブラッセルへ（成田出発遅延にともない予約便に接続

　　　　　　できず）

・ベルギー 9月8日㈹ 「チャイルド＆ファミリー」

「Woluland」（保育所と難聴児のための特別ケア・サー
ビス）

9月9日㈹ 「De　Stobbe母子センター」
「児童虐待救済センター」

「子どもの家」〔Kinderland）

9月10日困　ゲント大学「子と’もの権利研究センター」

ゲント市内視察

チューリヒへ移動

・ スイス 9月1］日園 「ビュール子どもの家」

「シェンクンク　ダッペルス」

9月12日出自由研修

9月13日旧）郊外視察（ティトリス方面）

9月14日㈲ 「チューリヒ州青少年福祉部」

「オーバー・タワー・センター」

・ オーストリア 9月15日㈹ ウイーンへ移動

市内視察

9月］6日（水）　「SOS子どもの村」（ヒンターブリ＝一ル）

　　　　　　「治療教育センター」

　　　　　　「青少年援助センター」

　　　　　　「ユリウス　タンドラー　ホーム」（15歳未満の危機

　　　　　　下にある児童の短期保護施設）

9月17日㈱ 「家庭と青少年環境省」

ウィーン市営「子どもの町」

9月18日園 「SOS子どもの村（ピンカフェルト）」

「SOS子どもの村（ブルゲンランド）」
「母と子のホーム」

9月19日出　自由研修

9月20日側　ウィーン発　日本へ

9月21日㈲　成田着 解散
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第19回　資生堂児童福祉海外研修　実施要綱

1．目　　的

　家庭機能の低下にともない、家族の崩壊、虐待、放任など、子

　　どもにとって憂うべき現象が増加している。本年は、児童福祉

　の面で組織だった体制にある欧州（3力国）を訪問して、福祉

　の根幹をなす人間観、児童観等について広く考える。

　研修テーマ「子どもの権利と家庭機能支援活動を探る」

2．主　　催

　　財団法人　資生堂社会福祉事業団

3．後　　援

　　厚生省、全社協、全養協、全教協

4。研修内容

　　ヨーロッパ（3力国）における

　　　①子どもの権利保護に対する理念

　　　②一般家庭における子どもの養育傾向

　　　③子どもの虐待、放任と保護体制の現況

5．研修先
　　ヨーロッパ（ベルギー、スイス、it　一ストリア）

6．実施時期

　　1992年9月7日｛fi｝・一・　9月21日（月｝15日間

7．派遣人員

　　25名（児童福祉施設より団長以下22名、講師1名、事務局2名）

8．団員要件

　　施設において日常、子どもの処遇に真剣に携わり、本テーマに

　　よる研修にっいて高い関心を持ち、強い意欲と責任感のある職

　　員。また、心身ともに健康にして長期にわたって児童福祉に貢

　　献できる職員とする。

9，選考方法

　　全国養護施設協議会、全国教護院協議会、並びに関連団体の推

　　薦にもとづき、資生堂児童福祉海外研修選考委員会の審査によ

　　り決定する。

10．研修の報告、発表の義務

　　①　研修団は、報告書を所定の期日までに主催者側に提出する。

　　②それぞれの協議会等の主催する研修会等において研修結果

　　　　を報告する。
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ごあいさつ

全国養護施設協議会

会長小野倉蔵

　資生堂社会福祉事業財団による海外研修は本年で19回、児童福祉

に取り組む職員に貴重な研修の機会を与えていただいています。

　本年度は「児童の権利と家庭機能支援活動を探る」というテーマ

のもと、ベルギー、スイス、オーストリアと社会保障制度が発達し、

児童福祉においても進んだ国々を訪問しての研修となりました。

　我が国においては児童の出生率の低下、児童の権利条約の批准へ

の取り組み、さらに平成6年には国際家族年を迎えることもあり、

児童家庭をめぐる問題への関心が高まっています。そうした状況の

中で、社会福祉において実績のある国々の見聞を深め、その児童観・

人間観を知ることは今後の児童養護のあり方を考えるうえで大変参

考になることと思われます。

　今日、養護施設は地域社会で果たすべき役割・機能の拡大がます

ます期待されています。社会が大きく変動し、家族のあり方も変容

し、家庭の養育機能の低下が指摘されています。また、児童をとり

まく環境の変化により、さまざまな課題を抱えた児童が地域で生活

しています。国の施策面からも、養護施設は家庭養育支援事業の一

端を担い、いまや養護施設は地域からも施策面からも、機能の拡大

が急速に求められています。

　一方、社会の歪みをうけた要養護児童の＝一ズは複雑・多様化し

施設でのきめ細かな対応と、児童の家庭への対応など、処遇の広が

りとさらなる専門性の向上が必要となっています。

　そして、児童の権利条約は批准が遅れていますが、この機会に我々

は児童の権利とは何か、また、養護施設の今後の処遇のあり方にっ

いて、考えを深めていくべき時であるかと思われます。

　養護施設のこれからの役割を考えるとき、本報告書を広く活用し

ていただければ幸いに存じます。

　最後に、本研修会の主催者としてご尽力いただきました資生堂社

会福祉事業財団、副団長の厚生省児童家庭局育成課課長補佐の萩原

英俊氏、ならびにご後援いただきました厚生省のご指導に深くお礼

申し上げます。
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ごあいさつ

全国教護院協議会

会長叶　原土　筆

　資生堂社会福祉事業財団の暖かいご理解とご支援によって、第19

回目の資生堂児童福祉海外研修事業に児童福祉施設職員を多勢参加

させていただき、大変ありがたく心から感謝を申しあげます。

　今日の社会は、豊かなモノに恵まれて満ち足りた不自由のない生

活を追求してきた結果、人と人との心のっながりが薄れて、児童の

健全育成の上にも様ざまな問題が生じているように思われます。

　それらの問題のなかには、好ましくない養育環境から生じたと思

われる問題をもつ児童が増加し、適切な指導者や施設が必要になっ

ているようです。このことからも、児童福祉施設に寄せられる期待

は高まっており、施設の役割は重要であろうと思います。

　このような状況のなかで、児童福祉施設職員の研修に多大なご尽

力をいただけますことは、大変有意義でありがたいことです。

　このたびの海外研修の目的は、児童福祉の面で組織だった体制に

あるヨーロッパの3力国を訪問して、福祉の根幹をなす人間観、児

童観等について広く見聞を広める、となっております。

　さきに述べましたように、子どもにとって憂うべき現象が増加し

ている現在、まさに時を得た研修内容と思います。派遣された団員

は、わが国の児童福祉施設のそれぞれの分野で活躍をされ、施設の

将来を担う職員であります。このたびの研修によって得られた貴重

な体験や所感は、児童や職員との日々のふれあいのなかで生かされ

て、大きな成果をあげていると思います。

　そのような団員が得られたすばらしい体験と所感が綴られている

この報告書は、施設職員や関係者に広く読まれて児童処遇のうえに

きっと役立っことと期待をしております。

　おわりになりますが、今回の研修にあたって主催者であります資

生堂社会福祉事業団理事長さまをはじめ皆さまには、事前研修から

事後のご指導まで大変お世話になりました。あらためて厚く感謝を

申しあげます。

　また、この事業に後援されご指導、ご援助をいただきました厚生

省育成課長さま他皆さまにも心よりお礼を申しあげます。
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団長報告

東光学園園長

団長大久保　佳　彦

　財団法人資生堂社会福祉事業財団が主催する「第19回資生堂児童

福祉海外研修」は、9月7日に新東京国際空港（成田）を出発し、

21日に帰国するまでの15日間、福祉先進国ヨーロッパ3力国（ベル

ギー、スイス、オーストリア）を歴訪し、当初の目的を果たし無事

終了した。特に今回は資生堂財団設立20周年記念として、ツアーコ

ンダクターを含め総勢26名の大型編成であった。団員は、全国の養

護施設、教護院、母子寮、情緒障害児短期治療施設および乳児院の

中から、常に指導的立場にあって、永年にわたり社会福祉施設現場

に従事してきたベテラン職員21名である。副団長（兼講師役）に厚

生省児童家庭局育成課萩原英俊課長補佐、財団事務局から池田字三

郎常務理事、藤元寿彦事務局長、そして明治航空株式会トt，小野鎮常

務取締役がツアーコンダクターとして参画した。

　研修テーマは、「児童の権利と家庭機能支援活動を探る」と題し、

近年世界的傾向として危倶されている家庭機能の脆弱化にともない、

家族の崩壊、虐待、放任など、子どもの危機が憂慮される現状下に

あって、とくに児童福祉の面で組織だった体制を整え、見事な成果

をあげてきたヨーロッパ諸国の福祉の根幹をなす人間観”や“児

童観”を通して、児童福祉行政、施策、制度、現状と課題などにっ

いて学ぶことを目的とした。とりわけ、1994年に国際家族年を迎え

るにあたり、児童をとりまく家庭や家族のあり方について知る機会

が得られたことは、我が国における家庭支援施策のより具体的方策

や、養護施設等児童福祉施設が、施設機能強化対策の一環としてト

ワイライトステイ、ショートステイ、分園型自立援助事業などを実

践するうえで、団員の一人ひとりに少なからぬ成果が得られたこと

を実感した。また、ベルギーではゲント大学「子どもの権利センター」

を訪問し、講義を受ける機会が得られた。ベルギーは、正991年12月

に児童の権利条約を締結、オーストリアも1992年8月に加入するな

ど、それぞれの国の児童福祉に取り組む真摯な姿勢に共感して止ま
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ないものがある。

　ともあれ、私たちが訪問した国々にはそれぞれの長く、古い伝統、

文化、政治、経済、宗教などによって培われた歴史がある。さらに

フランス語、ドイツ語、オランダ語といった一つの国にさまざまな

言葉があって、それぞれ特異性を有するコミ＝ニティーが形成され

ている。国境は、政治的にっくられたものにすぎない。とはいえ、

「国境があって、国境のない」ヨーロッパの隣接する国々は、人が

いて、そこに生活があり、文化が生まれてきたことを肌で感じた。

ヨーロッパ共同体が組織されようとしている。大きく新たな変容を

遂げようとヨーロッパが動きはじめた地殻変動のうねりが、そこに

はあった。私たちが訪問した国は僅か3力国であり、それは単に3

つの場所に過ぎないものでもあった。例えば難民の問題にしても、

施設を通して知り得た全体のごく一部ではあったが、しかし島国の

日本では考えられないほどに、切実であり、人々の生活の中に融合

している現実をっぶさに体感した。

　初秋のヨーロッパの国々は、北海道の秋を思わせる豊かな自然環

境の中で、さわやかに素晴らしい天候にも恵まれ、歴史に育まれた

古い街並は美しく、伝統の重みとともに私たちを優しく、温かく迎

えてくれた。スイスのチューリッヒ市内に、ペスタロッチ像が静か

な緑に囲まれた公園にあって、行きかう人の心を和ませてくれた。

かつてシュタンツ孤児院を思い、“私は彼らとともに泣き、彼らと

ともに笑った……”と自然と日常生活の大切さを求めてやまなかっ

たように。

　オーストリアでは、家庭と青少年環境省で数多くの科学者を輩出

させた誇りと情熱に、また、　“ウィーンの森”が、私たちの想像を

はるかに越えた広大な丘陵地帯であることも知った。

　「仲良きことは美しきこと」。私たちは、この海外研修が、大き

な一っの目的のもとに、団員相互が仲良く、楽しく、有意義に深め

られるよう出発前に誓い合った。全員が何の事故もなく、元気に帰

国し、これからの交流にさらなる意味あるものを期待して、スイス

の“地上の天国：高峰ティトリス”に思いを馳せ、さらに海外研修

19回を記念し「ティト1」スへ19会（行くかい？）」を結成した。

　最後に、この素晴らしい貴重な日々を与えてくれた資生堂財団、

厚生省、全養協等関係諸団体に心から感謝申し上げる次第である。
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．Xlciii　T：．ave］S／ervi（’L・［r｜し．

小野　鎮
明治傷’〔空サービス株式会社

，信
’．　「

1

　　t　ご
ワ．

直。・1

Ms．Yuriko　TAKAHASHI
Secretarv＆Child　GuidancE・“’tnker

Onomichi．X［vtg｝er．5　Home

（Hiroshima　Pref．）

高橋百合r

尾道母子寮

Mr．Hideo　ISEKI

Chief　Child　Guidan〔e　IYor．ker

VVakasugi　Gakuen

ChilClren’s｝・｜om．e（liokkaM「〕Prof，）

井関英夫
わかすぎ学園

Mr．ltaru　OGINO

Child　GuidancピWo〔・ker

Hinede　Zenrin’kan　Ch：ldren’．t　ll｛エmピ

（Fukui　Pref．）

荻野　至
日の出善隣館

Ms．Michivo　YUMITATE
Child　Care　Wc’，rl：t，J．

Hikarin力．Sc．‘ll，．，（’hild！・en’s　l］oru／t．

（Hi！・リshima　P！・c，i．〕

弓立美千代

光の園摂理の家

Mr．Hiroshi　TAKECHl
Chid　Co：．rl・c：」．，tl　Ir，st：・uじ：．，1・

Kv（’h【P：’c・fucT，u．！‘nt　Kihいk・，1．りka

GTakveti　ll“rnt’i・．，！．　T：・ユu、lrば／lt／d

Edueaiti〔・山／．／1．」巳v「u！d」1．11n“1：111T：・

〔Koehi　P2・el．．）

瓢県瑞望か丘学園

Mr．Sh輌9eharu　SAKAGUCm
Chief　Clllhl（〕uiLlanve，～～－〔〕：・k邑・

1｛〔）torisawa　GakuvT］．1｛，）ME，｛．，〉｜．

Enユot沁nal　l）iszurtht，d　Child：．i．・1、

〔1“・atc・P∫・d．）

坂［1繁治
ことi）さb・’｝彗翼
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MEMBER　LIST

Chief

Members

F

Team　2

Mr．Norio　OTAGIRI
thrTection　kStTuctor

Yarnanashi　Pref㏄tur副Koyo　Gal［uen

Home　for　Traiロing　and　Educatio旭10f

Juvenile　De丘ロque批s（Yamanasbi　Pref．）

小田切則雄

山梨県立甲陽学園

Mr．Hisae　TA】KAI｛ASHI

Chief　Child　Guidance　Worker

Shisei　Gakuen　Children’s　Heme

（Tokyo　Metropolitan）

高橋久雄
至誠学園

Mr．Shigeya皿O

Child　Guidance　Worker

Aino　Mother’s　Heme

（Nagoya　Pref．）

伊東茂哉
名古屋厚生会館愛のホーム

Ms．Shuko　KOMATHU
Child　Care　Worker

A鋤iga－oka　Gakuen

Childrenls　Home（Miyagi　Pref．）

小松修子
旭が丘学園

Ms．Nori1【o　MIYAZAWA

Child　Care　Worker

Heian　Yo止u－in　Children’s　Home

（Kyoto　Pref．）

宮澤典子
平安養育院

Ms．Etsuko　SHIMA

Child（㎞Werker
Tokushima　Children’s　Home

（Tokushima　Pref．）

島　悦子
徳島児童ホーム

Mr．Yoshitaka　KATO

Psychologica】Therapi）t

Narawa　Gakuen，Home　for

Emotienal　Disturbed　Children
（Aichi　Pref．）

加藤義孝
愛知県立ならわ学園

Chief

’司L　　．・」』

Members

　　　　一1、

、溺

　～　＝
　；；一’

Team　3

Mr．Masao　TOYOSHIMA
Chief　Child　Guidance　Worker

Shiiuoka　Chi」dren’s　Home

（Shizuoka　Pref．）

豊島雅男
静岡ホーム

Mr，Toru　TERUYA
Chief　Child　Care　Worker

Misato　Children「s　Home

（Okinawa　Pref．）

照屋　徹
美さと児童園

MLAkihiro　YOSHIDA
thrrection　Instructor

Hokkaido　？tefectural　Kovo　G訟咀

Ho匝e　for　Tr8ini㎎8皿d　Ed皿c邑itioロal　of

Jロ岨e伐1岬nts（Hokkaido・Pref，）

吉田－明洋

北海道立向陽学院

】M｛s．Mieko　SAITO

ChUd　Care　Worker

Sunamachi　Yuai－en　Children’s　Home

（Tokyo　Metropotitan）

齋藤美江子

砂町友愛園

Ms．Ryoko　NAGANO
Child　Care　“「orker

K三shiwada　Gakuen

Children’s　Home　〔Osaka　P］vf．）

永野良子
岸和田学園

Mr．Yutaka　YAMAUCHI
Child　Guidance　Worker

Itami　Mother’s　Home

（Hyogo　Pref．）

山内　裕
伊丹母子寮

Ms．Hikari　SHINTANI

Chief　Baby　Care　Worker

Holy　Spirit　Baby　Home

（IShikawa　Pref．）

新谷　光
精霊乳児院
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ヨーロッパで感じたこと

厚生省児童家庭局

副団長萩原英俊

　ヨーロッパは東西ドイツの統合、新制ロシアの誕生、東欧諸国の

混乱、更にはEC諸国を中心とする欧州連合への動き等、新時代に

向けて大きく歩みつつある。

　児童の問題に関しても1989年に「児童権利条約」が国連で採択さ

れ、施策、文化、社会的背景の違いや先進国、発展途上国の枠を越

えて、世界の国々がグローバルな観点から児童の権利、保護の促進

を図ることとしている。わが国も条約の理念の実現に向けてさらに

新たな一歩を歩み始めようとしている中で、ヨーロッパ先進諸国を

訪問し社会状況や歴史・文化を見聞できた今回の海外研修は、大変

意義深いことであり、何にもかえがたい貴重な体験であった。

　今回訪問したベルギー、スイス、オーストリアは、3力国とも人

口・領土とも日本の数分の1の規模であり、国家形態が連邦制、多

民族であること等のため地方自治が大幅に認められている。各国と

も福祉行政は州等の地方単位で行われており、言語も数力国語が使

われている。

　ベルギーは、9っの州から成っており、ラテン系のワロン人とゲ

ルマン系のフラマン人との2っの民族に大別され、国の南半分がワ

ロン圏、北半分がフラマン圏であり、言語もオランダ語とフランス

語が公用語となっており、両民族は風俗、習慣等にかなりの相違が

みられる。今回はフラマン圏であるフランダース地方の施設や機関

を訪問し研修した。

　スイスは、実質26州（カントン）からなる民主的共和政体の連邦

国家であり、全ての州は自らの憲法、法律、議会、政府を持つ政治

活動の中心体である。それぞれの州が公用語を決定し、独自の文化

を守っており、地方自治は極めて強固である。

　ごく最近まで州によって婦人の参政権が認められていなかったり、

教育や学校の運営も州単位で行われており、統一化に努力している

程である。
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　また、スイスは永世中立国家で、スイス人自ら「言語の平和」と

いうように4力国語を公用語とし、国民性は質素堅実で勤勉かっ効

率的に働き、日本の国民性に良く似ている、といわれており、日本

は東洋のスイス、スイスは西洋の日本とたとえられている。

　今回は、チューリッヒ州の児童福祉の状況を研修した。

　オーストリアは、歴史的な流れの中で生じた9っの州からなる連

邦共和国であり、児童、老人等の福祉対策は州政府の管轄であり、

民族はその殆どがゲルマン系でドイツ語を話すが、少数民族でも母

国語で教育を受ける権利が保障されている。

　東欧諸国との友好関係に力を入れており、そのため東欧難民を積

極的に受け入れ保護している。最近ではユーゴ難民を受け入れ対応

に苦慮している。

　今回は、ウイーン州の行政機関、児童福祉施設を訪問し研修したe

　最近、欧州統合とかEC統合というニュースがよく報道されてい

るが、ヨーロッパの各国は近隣諸国へ飛行機で1時間程度で行くこ

とが出来る地理的条件にあり、パスPt一トでなく身分証明書で自由

に出入国が出来る状況にあるそうだ。各国の入国審査も極めて形式

的なものであった。

　今回の研修では飛行機のエンジン・トラブルのため出発が大幅に

遅れた。そのため幾通りかの経路変更が検討され、結果的にウイー

ンからアムステルダムに飛行機を乗り継ぎバスでブリュッセルに行

くこととなった。才ランダからベルギーへの国境はゲートもなく、

バスの運転手が側道の事務所の窓口に走って行き、書類を渡す簡単

な手続きのみで国境を通過することができた。あまりにもあっけな

いものであった。

　また、訪問各国では後部にいろいろの国籍を示すステッカーが張

られた自動車が走行し、あるいは駐車しており、近隣諸国との交流

が日常茶飯事のこととして身近に行われていることが伺われた。欧

州統合が実現すると経済面での国境がなくなり、日本の各県間の移

動のようになるそうだ。

　マス・メディアについても、テレビ放送は、自国の放送以外に近

隣各国の国営放送が自国の放送と全く同様に受信できるようになっ

ている◇新聞は、地理的条件や多民族国家等の多様な状況を反映し、
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多種の言語により数多く発行されており、政治、経済、生活文化等

多岐にわたって各国の状況が報道されている。正しい情報を的確に

選択できる環境にあることを強く感じた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本は、今、個人が豊かさとゆとりを実感できる生活大国を目指

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しているが、訪問各国の首都はともに車で中心部から20～30分も走

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ると山や森、牧場等の自然豊かな環境にあり、日本の市街地が延々

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と続く大都市集中との違いを感じた。また、数百年の伝統を持っ石

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　造りの建築物による街並を目にしたときや国立劇場でのオペラ鑑賞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　などの感激もひとしおであったが、訪問各施設のテーブルやイスな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どの調度品が共通して木製の分厚い4枚板で作られていたことやチュー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リッヒ湖を臨む丘で見かけた、幼稚園に昼食の迎えに行き幼児の手

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を引きながら帰宅途中の若い母親のグループ等は心和む印象的な光

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　景であった。今でもクラシック音楽の調べを聴きながらバスでウイー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンの森や高速道路を走った施設訪問の旅が昨日のように懐かしく思

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い出される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最後に、各訪問先とも数時間という多忙なスケジュールに加え、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通訳を交えた研修であるため、予定していた調査が十分できなかっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た所もあったが、団員が相互に協力し合い大変充実した研修であっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たと確信している。
　　　　　　　ベルギーのスタッベ母子寮にて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　t＿－　　　　　　　　t・．・浄』：＿－t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘王　　．．，　　　　　　　　　t　　＾　　　　　　　　　　　　　・▲．＝’…≡≡≡塁≡
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事務局報告

資生堂社会福祉事業財団

事務局長藤元寿彦

　昨年に引続きヨーロッパでの研修を計画したのは、昨年訪問した

施設では、日本の養護施設のようなものがほとんどなく、もう少し

日本の状態に似た施設がないだろうかと考えたからであった。候補

地としてフィンランド、ベルギー、オーストリアを選んだが、フィン

ランドは受入れ先との日程の調整がっかず断念せざるを得なかった。

その代りとしてスイスを選んだところ、幸いにも州政府の青少年福

祉部が我々の研修を引受け、様々な施設訪問を組込んで下さった。

　ベルギーでは、フランダース政府の代行機関であるフラマン（オ

ランダ）語地域の児童・家庭福祉事業を実施している「子どもと家

庭」（Child＆Family）という事業体に、様々な施設訪問をアレン

ジして頂き、ブリュッセルとアントワープを中心に研修をした。こ

こでは、国立の聴覚障害児のための施設や、市立の駆込み寺的な母

子福祉センター、児童虐待防止と相談のためのセンター、大型の養

護施設などを見学した。また、ベルギーのゲント大学「子どもの権

利センター」にて、子どもの人権に対する考えを聞く機会にも恵ま

れた。

　スイスでは、チューリッヒ湖を望む民間の発達障害児の施設や、

職業訓練を中心に、自立更生を図っている民間の男子教護院、世代

間の交流を図るための世代間同居施設やそのためのプログラム、独

立国にも等しい州政府の行政などについて学ぶことができた。

　オーストリアでは、世界的規模を誇るrSOS子どもの村」を中

心に母親役（ムッター）によるグループホームの形態や、市立の大

型養護施設、16～22歳までの未婚の母親を収容する施設、「連邦家

庭と青少年環境省」などでオーストリアの児童福祉にっいて学んだ。

　今回の訪問施設の中には、かなりの大型の養護施設をも見学する

ことができ、団員各位には日本の施設との比較ができたのではない

かと思う。また、この研修をとおして、子どもを一人の人格ある人

聞とみなし、全て規制し、縛るのではなく、信頼関係に立脚した指

導や、施設退所後のための自立援助に力をいれているヨーロッパの

教育や指導方法に、多くの団員が感銘を受けたのではないかと思う。
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ベルギー
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ヨーoッパの最も輝かしい都市の一つ、夜の

帳がおりるころライトアップされた歴史的街

並が数百年の時の流れを越えて現われる。
班　長

副班長

報告担当第3班

豊島　雅男

照屋　　徹

吉田　明洋

齋藤美江子

永野　良子

山内　　裕

新谷　　光

静岡ホーム

美さと児童園

北’海道立向陽学院

砂町友愛園

岸和田学園

伊丹母子寮

精霊乳児院
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Royaume　de　Belg三que＝Koninkrijk

Belgie＝Kingdom　of　Belgium

〔国土面積〕

〔人　　口〕

〔首　　都〕

〔略史年表〕

3万514㎞

988万人

ブリュッセル（Bruxelles）

1831　オランダ支配から独立

1866　日本と国交開始

1932　言語法制定

1947　ベネルックス関税同盟

1949　NATO加盟

1957　欧州共同市場加盟

1967　NATO事務局、プリ；ッセルに置く。．

1977　ブUaッセルに欧州政治協力事務局（EPC）設置

ユ988　憲法改正

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ii，

現代史

　ローマ時代にローマ帝国により征服された現在のベルギーの地域

は、北部にゲルマン、南部にラテン文化の影響が残る。歴史的にオー

ストリア、スペイン、フランス、オランダなどの支配を受け、1831

年にオランダの支配から独立、ベルギーはオランダ語を公用語とす

るオランダ系のフラマン人の住む北部と、フランス語を公用語とす

るフランス系のワロン人の住む南部とにはっきり分かれている。

1932年制定の言語法はペルギー中央部に東西の言語境界線を作り、

南北に分けた。首都ブリュッセルは、両語地域、言語問題がベルギー

の重要な社会・政治問題であり、内閣も憲法によってフラマン人、

ワロン人同数で構成される。’78年、’88年の憲法改正により共同体

の自治化が進む。’84年にはドイツ語共同体も作られた。’89年に

は新しい財源法により政府予算の3分の1を地方に移すことになっ

た。北部、南部に言語併用のブリュッセル、少数のドイツ語共同体
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の連邦制体制が強化されている。フラマン系約57％、ワロン約32％、

ブリュッセル約10％、ドイツ語系約0．7％C87年現在）、政党はフ

ラマン系、ワロン系の2っのキリスト教社会党、2っの社会党が有

力、’88年以来5党連立中道左派の第8次マルテンス内閣、外交と

してはべネルックスを通しての欧州統合の推進を図り、NATO内

で協力Lている。

　1960年にベルギー領コンゴが流血の後に独立Lているが、現在は

南アのアパルトヘイトにも反対している。第8次マルテンス内閣は

教育の地方自治体への移管など、連邦国家化を目指している。経済・

産業面では伝統的な石炭・鉄鉱産業が衰退し、エレクトロニクスな

ど先端産業を育成、失業率の高さが問題であるが、経済は改善傾向。

，基礎データ

主な都市

住　　民

晶、．

［

白小
　
政
　

宙
思
　
一
兀
　

議

語

教

体
法
首
会

主要政党

GNP
一
人当iJG㊦P

通　　貨

為替レート

国防費

輸出額

輸入額

主要工業

主要農水産物

アントワープ（48万人）、ゲント（23万人）

ベルギー系91％、イタリア系3％、フランス系1％

オランダ系1％、トルコ系1％

オランダ語、フランス語、　ドイツ語

ローマ・カトリ・，ク96％

立法君主制

1831年制定

ギュスターブ・ポードワン1世（即位1951～）

二院制（下院212議席、上院184議席）

フラマン系キリスト教社会党（CVP）

ワロン系キリスト教社会党（PSV）

1、435億6，000万ドル（1989）

14，550ドノレ（1988）

ベルギー・フラン　Belgian　franc

1＄＝36．63fr　lfr＝約3．6円

25億3．000万ドル（1989）

838億4，000万ドル（1987）

805億6．000万ドル（1987）

金属、食品、機械、化学など

　　テンサイ、ジャガイモ、酪農
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訪問機関報告

　　　　　　　　Kind＆Gezin，　Office

　　　　　チャイルド＆ファミリー本部

（フランダース地方の児童、家庭福祉事業を実施する事業体）

チャイルド＆ファミリー
本部外観

　飛行機が、遅れ遅れて、9月8日午前2時48分、ブリュッセルの

ホテルに到着。成田を発ってから、実に20時間もたっている。

　深夜の車窓に浮かび上がる、王宮や中世の建物との遭遇に、神秘

的な感激と興奮の冷めやらぬまま、わずかの睡眠をとる。

　午前9時、ロピーに集合。快晴、風さわやか。

　午前9時半、　℃hild　and　Fa皿i1プを訪問。

　長旅の疲れも見せず、団員は、第1日目の研修へと意欲を燃やし

ていた。お昼は、おいしいワインと食事の歓待を受け、なごやかに

歓談。窓からは、ブVユッセルの街が一望でき、その落ち着いた雰

囲気の中で、改めて、ヨーロッパへ来たのだ、と実感する。

　　　　　　一「1　　’℃hild　and　Family”は、フラマン政府の

　　　　　　　　　機関であり、フランダース地方のchild　care

　　　　　　　　　　と福祉において、その促進と組織化を引き受

　　　　　　　　　　けている。

　　　　　　　　　　”Child　and　Familジは、個々のニーズに

　　　　　　　　　従って、子供の完全な発達と、普遍的な健康

　　　　　　　　　を保障することを目的としている。　これは、

　　　　　　　　　子供の社会福祉と同様に、身体的、心理的な

　　　　　　　　　健康が、あらゆる可能な手段をもって、保護

され、促進されなければならないということである。それは、子供

にとっての生活の資質が良くなることを保障するために、あらゆる

措置がほどこされるということを意味する。

CHILD　CARE
　　　　　発達の歴史

　1760年代、イギリスに始まった産業革命は、1830年代以降、ヨー

ロッパ諸国に様々な生活様式の変化をもたらした。飛躍的な生産性

の向上をもたらした反面、家庭に労働力の供給を求めたために、そ

れまでは、家族によってなされていた子供の保護や教育というよう

な重要な機能が、新しく出来た特別な施設に徐々に多く委託される
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”

Child　and　Family．

　　　　　　の任務

ようになった。今回の研修テーマでもある家庭機能支援活動は、こ

こに始まったといえる。

　労働者階級のまだ若過ぎて労働力となり得ない子供達や、不法に

就労させられている子供達を、貧民街や街の危険から、またあると

きにはその家族自身が持つ有害な影響から保護しようとする“日曜

学校怜や“保育所”が中産階級の支援によりできた。このような背

景から、子供の就労禁止法令（1889）や、子供保護法令（1912）、

義務教育法令（1914）、などが発布された。

　以後、子供の健康センターや、看護設備、食料救済や、不健康な

子供達のための住居センターが設立された。子供の保護組織に加え

て、　“Kitchens　for　Methers”が、母親たちのために設立され、

ミルクが子供健康センターで分配された。

　第一次世界大戦後、1919年の法令で、困窮救済のため、　“Natio－

nal　Child　Welfare　agenc．y”の基礎が出来た。これは“Child　and

Family”の前身であり、その活動は、年々かなり修iEされ、地方

のニーズを反映し、経済的、社会的発展により変化を加えて、今f’］

に至っている。

　最初、産業革命による労働者階級の発生に伴う、子供の支援と保

護（child　care）であった目的は、第二次世界大戦後、乳幼児の死

亡率が高かったことなどから、母と子、両方の健康に移っていった

（mother　and　child　care）。社会生活が機械化、高度化してきた

ここ数十年間は、子供自身の家族の背景を含む、身体的、心理学的、

社会学的に子供の発達に関係しているもっと広い範囲の分野に

（℃hild　and　Family　care’）重点が置かれている。

　発達途．ヒにあるこの最後の段階は、1980年から具象化し、child

careは、国から、地域社会へ権限を譲られた。そして、1984年に、”

Child　and　Family”という機関を設立する法令が、フラマン地方議

会によって発布された。

　℃hild　and　Famiiy”は、子供の生活の見通し、福祉、健康と関

わり、全ての援助が子供の家族と生活環境に、できるだけ基調をお

くべきであるという信念に根ざしている。

　”Child　and　Family”は、次のような任務を含む健康に対する予
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防的ケアと主に関わっている。

　一死産と早産の予防

　一全ての子供、特に、恵まれない子供の社会的・感情的、人格的

　　発達と、精神運動の発達の追及

　一将来親となる者、また、若い親たちのために、社会心理的支援

　　と健康指導

　一両親、及び子供に関わる人達のための、正しい健康教育の支援

　一子供のデイケア

　ー子供の虐待と放任の予防と対応

　一子供を巻き込む事故の予防

　一養子縁組

　この機関の使命は、先ず第一に、将来親となる者と、3歳までの

子供のいる家族のためのケアに関わることである。また、年長の子

供たちのための長時間保育や、特殊な任務として恵まれない社会グ

ループ（問題を持った家族、移民家族等）のための支援対策がある。

　フランダースにおける子供ケア施設は、とても多彩で、私立の、

あるいは、地方自治体で組織された多くのサービスがある。それら

は、産前産後のケア、幼児のケア、多彩な形態のデイケアと収容ケ

ア、を含んでいる。これらのt±・一ビスは、技術的条件と基準を満た

せば、℃hild　and　Family”によって、認可され、資金援助され、

支援されている。”Child　and　Farnily”は、社会的予防医学の発達

に従って、それらに共通の指針を打ち立てている。

　また、’℃hild　and　Family”の法人内ケアサービスにおいては、

およそ700名のソーシャルナースが、実質的で必須の役割を果たし

ている。この仕事は予防的であり、もうすぐ親になる者や、小さな

子供を持っ親の日常生活と直接接触することによって、社会医学的、

教育学的指針を授けている。親たちは、家庭や産院でソーシャルナー

スに訪問されたり、子供健康センターを自ら訪問したりする。

　ソーシャルナースは、また、他のサービスや組織との連絡の役目

も果たしている。

　”Child　and　Familジが行う個別的な仕事に加えて、子供健康セ

ンターに於ける医者たちの貢献は、特に重要である。彼らは、それ

らのセンターで働くたくさんのボランティアにT℃hild　and　Family”

の目的を理解させる助けをしている。

　以上述べた特殊任務に加えて、”Child　and　Familジは、全住民

に対する一般的な教育的任務を持っている。
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℃hild　and　Familゾ

　　　　　　　の組織

　’Child　and　Family’は、公共福祉のためのフラマンの法人組織

の機関であり、様々な家族団体や、母子養護の分野で活動している

協会の代表者で構成される理事会によって、統括されている。

　この理事会は、学際的な助言委員会による科学的援助を得ている。

また、特殊な問題（出生前のケアや託児所など）に助言を与える特

別委員会を設立することが出来る。

’℃hild　and　Family”の組織は次の4っの部門に分かれている。

1．法人内ケアサーピス

　　　’℃hild　and　Familジが、自ら提案し、独占して責任を負

　　　う、ソーシャルナースによる組織だった活動とサービス。

2．外部ケアサーピス

　　　’℃hild　and　Familゾが、処遇の質を監督したり、補助金

　　　を出したり、認可を規定するところの私的発議により組織

　　　される活動とサービス。

　　　デイケア、母性ケア、子供予防ケア、特別収容ケアを含む。

　3．クオリティーコントロール（監督）

　　　　サービスの向上に向けての指導と監督

　4．人事、財務管理
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理事会

管理長官と中央管理

全般的なサービス

地方サービス

　法人内

ケアサービス

外　部

ケア機関

クオリティ

コントロール

人　事

財務管理

（ソーシャ帰一ス派遣｝
（認可、指導、監査）

　（補助金）

妊邑雌、産後のケア

収容センター

養子縁組

デイ　ケ　ア

収容施設
虐待搬センター

研修初日、チ＋イルド＆ファミ
リーの組繕、役割について講義

を受ける団員

フランダース地方の各地域に、”Child　and　Familジは、地方や

地域の活動を促進し、支援する地方局を置いている。
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法人内ケアサービス

妊娠中と出産 　℃hild　and　Familv”のソーシャルナースは、妊婦の家を訪問し

たり、母親教室を開いたりして、予防医学的指針を与える。健康の

条件や、生活の仕方、衛生学や、栄養学が、次のことに強い影響を

与える。

　一妊娠と出産のスムーズな進行

　一胎児の発育

　一分娩の環境

　一幼少期の子供の健康

　フランダースの若い母親のほとんどが（97％）、産院での産褥の

間から、ソーシャルナースの訪問を受ける。この最初の接触が、後

の家庭や、子供健康センターでの援助に引き継がれている。母親は、

その地域の℃hild　and　Fami1y’の受け持っサービスを良く理解し

ている。勉強会が、しばしば、産院で開かれる。そして、そこでは、

若い母親達が、新生児の世話や、食事のさせ方などを、教えられる。

出産後のケア 　新生児の調和のとれた発育を保障するために、まず最初に必要な

ことは、規則Eしい医学上の監督をともなった、適切なケアと愛情

である。この点においては、ソーシャルナースの訪問と、’℃hild

and　Family“の子供健康センターが取り扱っている。そして、そ

こでは、小さな子供達のための予防的ケアの根本原理に基づいて活

動している．

　このサービスは、主に、次の要素を含んでいる。

　　一医学的：精神運動の発達、異常の痕跡、予防接種

　　一教育学的：生活様式、健康、栄養学、衛生学

　　一社会的：教育的、家族的、また、その他の困難に関する質問

　　　や問題の討論

　原則的に、これらの訪問は、子供が3歳になるまで続けられるが、

例外的に、6歳になるまで延長される場合もある。

℃hild　and　Familゾ

　　　収容センター

　℃hild即d　Fami1ジは、特別の個性と目的を持った、独自の

収容センターを経営している。
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養子縁組

　これにより、純粋に管理面だけでなく、日常の経験を通じて、外

部施設のニーズをもっと簡単に理解できるという利点が生じる。こ

の収容センターは、また、外部施設のモデルとなり、各研究グルー

プの調査や、指導パターンの試行のためにも役立っている。

　たくさんの予期せぬ「親のない子供」がいるのと同様に、自分の

意志でなく「子供のないカップル」がある社会では、養子縁組は、

まさにその本質において、遺棄児のためにより良い見通しを与える

解決策である。

　19世紀の子供のない人々は、例えば、その家系を存続させるため

の後継ぎに大人を養子縁組した。以後、未成年者を養子縁組するこ

とが可能になり、養子縁組が子供達に家族の中で育てられる機会を

与えた。たくさんの私生児を救うために、1958年、自身の私生児や、

配偶者の私生児の養子縁組が、有利な条件で推進された。

　1969年、法律の改正により、養子縁組を嫡出と認めることが可能

となり、単純な養子縁組に加えて、外国人の子の養子縁組や、外国

人による養子縁組も認められた。1960年代には、1年間で、2，000

件の養子縁組であったのが、この法律改正にともなって、2倍にふ

くれ上がった。このように養子縁組“市場”の要求には、著しい増

加があったが、しかし、これは、まだ、常に増え続ける子供達を保

護のもとに置くという、問題の本当の解決にはならなかった。

　1987年4月、新しい法律が発布され、子供を養子縁組することが

出来る年齢が引き下げられ、独身でも、養子縁組する資格あ与えら

れた。これによって、親に、1年間放置された子供（例えば、定期

的な訪問がないなど）を保護することができるようになった。

　ベルギー政府は、養子縁組の認可項目を定義した1989年の法令に

より、’℃hild　and　Family”に養子縁組サービスの管理を委託した。

　認可されるためには、養子縁組サービスは、現在、少なくとも、

一
人の医者と、一人の心理学あるいは教育学の学士、一人の法学博

士か法学学士と、1人のソーシャルアシスタントを含む、学際的な

チームを組織しなければならない。

　学際的なチームは、養育親を受け入れるか拒絶するか、道理にか

なった決定をする。また、生みの親と、養子と、養育親に対して、
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引き続いてのケアをする責任がある。生みの親や、未成年の養子、

養育者についてのデータを含む、子供と養育家庭の包括的な研究が

準備されなければならない。

　最後に、℃hild　and　Familジは、養育親や、一般大衆に情報を

提供する重大な任務を持っている。

外部ケアサービス

デイケア 　℃hild　and　Fami1ジは、家族の就労状況や家庭内のその他の状

況によって必要とされる子供のケア、及び、危機状況（子供の虐待

や放任など）に対応するケアを供給する施設を刺激し、統制し、管

理する役割を持っている。

　就学前の子供たちのケアは、次のように区別できる；

　1．認可され、補助金をもらっている子供ケア施設

　　LCRECHES（託児所）　　　　　＊216ヵ所、定員9．588名

　　　　　3歳までの子供達のためのデイケアと、6歳までの子供

　　　　　のための長時間デイケア　　　　＊放課後のケアも含む

　　2．PRE・SCHOOL　SECTIONS　　　＊47ヵ所、定員988名

　　　　　18ヵ月から36ヵ月の子供のためのデイケアと、6歳まで

　　　　　の子供のための長時間デイケア

　　3．DAY　CARE　AGENCIES　　　＊200ヵ所、定員16．839名

　　　　　’℃hild　and　Family”に登録されている家庭で、3歳ま

　　　　　での子供達のためのデイケアと、6歳までの子供のため

　　　　　の長時間デイケア

　これらは、その教育学的、社会医学的スタッフの質と数に関して、

厳しい公定基準で規制されている。これは、f’供と両親と、保母の

適切な指導のために必要である。両親は、彼らの課税対象となる収

入に応じて、公的日割り計算で、費用を負担する。

　また、このうち幾つかの施設は、夜間養護も受け持つ。

n．監督下にあるが、補助金をもらっていない、子供ケア施設

　1．THE　PRIVATE　OR｜NDEPENDENT　CHILD　MINDERS
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　　　　　6歳までの子供を、最高5人まで受持ち、自分の子供と

　　　　　同時に世話をする。　　　　＊1．750ヵ所、定員8．000名

　　2．PRIVATE　CHILDREN’S　HOMES

　　　　　6歳までの子供を、5人以上受持ち、自分の子供と同時

　　　　　に世話をする。　　　　　　＊296ヵ所、定員4．441名

　これらの機関は、’℃hild　and　Familジに活動の報告をしなけれ

ばならない。そして、たくさんの条件と質的判断の基準が満たされ

るなら、認可される。この認可は、良い品質のラベルと考えられる。

　このタイプの子供ケアで、両親から得られる費用は、法律で決め

られておらず、それぞれの保育者によって決定される。

　皿，監督下にないケア（グラフ参照：異なった施設の配分）

　グラフに表れているように、フランダースにおいて、子供のケア

の重要な担い手は、まだ、祖父母や親類である。この伝統的な形態

のケアは、報告の義務がない。しかし、そういう人たちも、全ての

デイケア施設と同様に、’℃hild　and　Family”のソーシャルナース

からの指導を、必要に応じて仰ぐことが出来る。

一 3ヵ月から3歳までの子供のデイケア利用率一

規則的利用　53．0％

例外的利用　4．0％

利用なし　　43．O％

　　　合計100％

■　規則的利用

珍　例外的利用

目利用なし

一 3ヵ月から3歳児、デイケァ利用タイブ別一

家族　　　　50．0％

補助施設　　23．0％

無補助施設　20．0％

幼稚園　　　5，0％

その他　　　2．0％

　　　合計100％

■家族
珍補助施設

霞無補助施設

踊幼稚園
口その他
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訪問施設報告

Konikljk　Iustituut　Woluwe

ウォルランド王立養護学校
（盲、聴、言語障害児デイケアセンター）

センターの外観

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブリュ・ソセル市街にあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　るWOLUL．ANDにバス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　は到着。正面玄関の屋根

　　　　　　　　　　　　　　　　　　には、イエス・キリスト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　が両手を広げた彫刻があ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。厳粛な気分で中に入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ると、にこやかなロメイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン・ファン・ヒフテ神父に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　迎えられる。　　この施

　　　　　　　　　　　　　　　　　　設の施設長である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彼のお話のあと見学す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。

　彼の言葉と面差しの中に、宗教家独特の優しさと自信がうかがえ

た。

ドアの上の電光掲示板に、英文で“Welcome　Shiseido”とあり、

細やかな心遣いに感激し、カメラを向ける団員も…。

　ここは、盲、聴、言語障害児のデイケア・サービスをし、幼稚園、

小学校が併設されており統合教育をしている。

　今日は、この施設でどのような活動が具体的に行われているか、

難聴児の教育現場を見学することになっている。

沿 革 　WOLULANDは、1835年、修道会の寄付で聾学校として設立さ

れた収容施設であった。難聴児の統合教育としては、歴史が浅い。

　1965年、コンサルティングとリハビリのセンターが設立された。

加えて、1986年、ホーム・カウンセtJングがスタートした。

　この年、1人の母親が、リハビリテーンヨンセンターに、聴覚に

障害のある子供と一緒に、1日2時間通っていた。仕事を持ってい

る彼女は、その時間、仕事をストップしなければならなかった。周
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0～1歳児の保育室

E

囲の人々は、彼女の息子の教育効果を期待していたが、彼女の仕事

の都合上、通所は、様々な困難をもたらした。

　そこで、B中、共働きで、障害を持った子供を持っ親を助けるた

めに、組織的で、専門性のあるデイケアセンターを設立する運びと

なった。

　それが、このWOLULANDである。

翌年1月、始めて難聴の子供を受け入れ、7月には、常時4名受け

入れられるようになった。1988年から順調に発展しっづけ、1990年

8月に”child　and　Fatnily”の認可を受け、1991年3月、公式に開

所となった。

頻、

山

i

目的と指導

皆．
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　この施設の主要な琶的は、聴覚に障害のある子供とその家族、ま

た、その家族をとりまく人々（保育所、ベビーシッター、祖父母、

学校）への指導、援助である。聴覚障害の子供達には、円滑なコミュ

ニケーションの方法や、社会での適応が求められているからである。

　両親への指導としては、子供を受け入れていく過程についてサポー

トすること、教育方法、コミュニケーションについてアドバイスす

ること、養育上の技術的アドバイスをすること、行政や他の社会資

源にっいての情報を提供すること、の4点があげられる。

　子供への指導としては、コミュニケーションの方法や心理的な援

助や、耳が聞こえないことから来る思考力の遅れを取り戻すよう、
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刺激を与えることである。

　周囲の人々には、子供の具体的指導方法を理解してもらえるよう

努めている。

　また、この建物の2Fにあるリハビリテーションセンターと提携

し、診断、補聴器を合わせること、セラピーなども仕事としている。

入園に際しては、リハビリテーションセンターでまずセラピーを受

けることになっている。

施設の運営 　幼稚園と小学校の職員の他に、言語治療t：1名、精神科医1名、

小児科のナース1名、ソーシャルナース3名、事務艮1名というの

が職員構成だ。他に、大人の聾唖者1名が手伝っている。

　定員は23名。そのうち、聴覚障害を持った子供を5名まで受け入

れられる。AM7：30からPM6：00まで預かっており、早期の発見

と対応による教育効果が大きいという理由から、生後8ヵ月より利

用できる。この、低年齢での発見には、ソーシャルナースの家庭訪

問による、親へのカウンセリングに依るところが大きい。

訓練・教育の実際 　1階の0、1歳児のクラスでは2人の保母が、6人のr・供を保育

していた。室内には大きな鏡が造りつけられている。これは、聴覚

に障害のある子供の生活範囲を広げ、後ろで何かあった時でも、振

り返る必要がないようにするためである。また、これによって、小

さな事故も防げる。聴覚の障害を、視覚による刺激で補う方法は、

後に述べる訓練の際にも利用されている。

　2、3歳児のクラスでは、保母2人か人形劇をしている最中だっ

た。13人の「f・供達は、目を輝かせてそれを見ている。私達の突然の

訪問に少し驚いたようだが、また、人形劇の方に集中する子、私達

の方をずっと見続ける子と様々だった。どのr一が難聴なのか傍目に

は判らない位、保母の劇中の歌に反応し、いきいきとした表情のr一

供達だった。

　子供達の自然な姿から、統合教育の原点を見る思いかした。頂い

た資料の中に、「ハンディのあるr供は、いつも優先権がある。』と、

あった。健常児の思いやりと、障害児の自、ア、それを受け入れる整っ

た環境、何もかもが、当然のことのように行われている。
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言語指導室にて

　言語指導室において、訓練の実際を見学。難聴児は、言語治療士

による、1日2回、30分の個別指導を受けている。言語指導には、

手話法と、口語法とがあるが、ここでは、口語法を採用している。

これは、一般社会でのより自然な意志伝達に役立つことを目的とし

ているからである。

　この個別指導は、遊び感覚でゆうたりとした雰囲気の中で、視覚、

触覚、などの感覚を最大限に利用し、行われている（コンピューター、

鏡、マイクなどを利用）。発声訓練が目的であるから、教材（玩具）

は、興味を持ちすぎて遊びに夢中になりすぎないような物を選んで

いるとのこと。

　私達は、1歳児の個別指導の実際を見学したのだが、大勢の外国

の訪問者が周囲に居るにもかかわらず、指導者の目を見っめ、集中

して声を出すことを楽しんでいた。毎日の積み重ねが、このような

信頼関係を生み出すのだと思われる。

　このように、ソーシャルナースによる早期発見、家族へのきめ細

かなカウンセリング、リハビリテーションセンターからの支援と早

期教育の開始など、3本の柱から統合教育への道が開かれている。

この思想を進めるためには’℃hild　and　Family”の緊密な援助が不

可欠である。

　この幼稚園での統合教育（フランダース地方では、公立3、私立

1）が、発展、確立することにより、義務教育での普通学級への入

学が、スムーズになるという結果を生んでいる。義務教育がすむと、
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難聴児専門の職業訓練学校に行き、ほとんどの子供達は、順調に仕

事を覚えるという。

　こうして、難聴児に関わっている多くの人々の仕事を考えてみる

と、全ての役割が関連を持ち、ながれるように動いていることが浮

き彫りにされる。

　そこには、ハンディを持つ子供だけでなく、健常児を含めた全て

の子供が、住みやすく、共に育ちあう場所を作ろうという思想が、

力強く流れている。このような思想から、大人になっても、ハンディ

のある人への差別のない社会が作られる基盤ができるものと思われ

る。

　統合教育というと、健常児のクラスへ、ハンディのある子供を受

け入れるという考えが、頭をよぎる。しかし、WOLULANDでは、

まず、ハンディのある子供を受け入れ、そこへ健常児も一緒に教育

するようになったという。この発想の違いは、日本での統合教育へ

の道を考えさせられる研修であった。

収容施設 　問題を持ち、緊急の状態に置かれた危機状況の子供と母親は、紹

介され、子供の昼夜宿泊施設や、母と子の収容施設に人所を許され

る。しかし、そのようなケースの最終の目的は、出来るだけ早く、

その人々を彼らの家族や社会において、完全に再統合するように関

わっていくよう、指導することである。

　’℃hild　and　Family”の監督下にある収容施設は、対象者、収容

目的及びその期限に関して、次のように定められている。

　　1，3歳までの子供のホーム（乳児院）

　　　　　　現在、9施設、471定員

　　2．2歳から14歳までの子供の収容施設（養護施設）

　　　　　現在15施設、　　876定員

　　3．”Ch三ld　and　Family”に登録されている家庭での収容

　　　　　現在、6機関、定員120家1

　　4．母と子のホーム（母子寮）

　　　　　現在、6施設、定員95（母親）、子供（123）

　滞在は、6ヵ月まで。詳細な報告によって、適当と思われたら、

延長できる。
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訪問施設報告

　　　　　Kinderland

　　　　　子どもの家

（キンダーランド＝大舎制養護施設）

　　　　　≡
　　　　2§麟

　ブリュッセルから北方30㎞程にあるこの施設は、危機状況にある

子どもを救う大舎制の養護施設である。この施設は幼稚園と小学校

が併設されており、保護と教育が同時に行われるという理想的な運

営形態を採用している。

　施設長のファン・デューレン・ヤン先生は、どんな質問にも、

にこやかに答えながら、施設内を案内してくれた。2階の居間から

は、グランドで元気に歓声をあげている幼児や小学生の姿が見えた。

施設の運営 　この施設は’℃hild　and　Fami1ジの認可を受けており、補助金は、

生活費、人件費込みで1人1日約5，000円。親の負担は、1人1日

につき約400円程度である。施設内の改装等については、その経費

の60％は行政からの補助を受けているが、自然災害などによる臨時

的修繕には、私的援助に頼ることもある。

居室状況 　入所児は、小学生までで、中高生や障害児は対象外である。

　定員は81人で、グループは6つに分かれており、2つが、2～6

歳までの幼児のグループ、残り4っは、兄弟をわけないで、12名ほ

どを1グループにしている。各グループ毎に使用しているワンフロ

ヱ『
．，
矯桑

「・・‘1r乱P

アーは、プレールーム、居間、

寝室、トイレなどに仕切られて

いる。兄弟関係を大切にしてい

るといっても、そこでは、グルー

プ単位での生活が基本になって

おり、広々としたワンルームを

本棚等で仕切っただけのスペー

スに、プライバシーの保護や家

庭的ぬくもりは、短時間の訪問

では感じにくかった。
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短期の滞在

庭で子どもたちと一緒に遊ぷ
日本からの紙ふうせんや竹トン
ボ・ケン玉などに自然とうちと
け、楽しいひとときを過ごす

　子ども達の入所の理由は、親の離婚、死別などによる家庭崩壊、

また、保護者の病気、服役などによる養育困難などである。最近の

傾向としては、性的虐待による入所が増えてきている。

　親から子どもを預かる時、施設入所はあくまでも一時的な措置で

あることを伝え、早期に家庭復帰できるよう努力して欲しい旨を話

しているという。在園期間は、3ヵ月程度が全体の60％と一番多く

1年以内で家庭復帰する子供は30％、従って1年以上の子供はわず

かに10％程度とのことであった。

　日本の養護施設の実情からは考えられない日数であり、再入所の

ケース等について質問してみた。ヤン先生は「ほとんどありません」

と答え、「5年に1回ぐらいでしょうか。」とっけ加えた。収容が短

期間なのは、ベルギーに於ける収容施設の目標が、社会への再統合

であり、滞在は、6ヵ月を原則として、限定されていることにもよ

る。再統合に向けて、施設内の専門のケースワーカーが家庭訪問し、

子供が施設で培われた基本的生活習慣が、家庭へ帰っても損なわれ

ないように家庭環境を調整したり、親への養育上の助言をしている。

また、近隣社会やボランティアの円滑な援助を啓発している。

　職員の勤務は、週40時間、1グループに対し、3～4人で交代制

である。他に、看護婦が、週20時間だが毎日勤務し、医師は週2回

来園している。施設の一部に、病気の子供用のガラス張りの個室が

5～6室あり、日常使用する薬は民間の大会社からの寄付、とのこ

とであった。
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訪問施設報告

　　　　　De　Stobbe

スタッベ母子福祉センター
　　　　（母と子の収容施設）

　研修2日目、危機状況にある母子の収容施設、DE　STOBBEのあ

るアントワープを訪れた。

　日本では、「ルーベンス」、「フランダースの犬」などがキーワー

ドになっている大きな港町の静かな街並みの一角に着く。

バスを降りて眺めると、半開きになった大きなシャッターと片開き

のドアーっ、それを埋める壁だけで施設名も出ておらず、ただ番地

を示す57の数字が壁にあるだけであった。粗末で質素な印象だった

が、一歩中にはいると、テニスコートが2面はとれそうなきれいな

芝生の庭、玄関への石畳の通路、赤レンガ張りの瀟酒な建物が私達

の眼を引き付けた。建物内部も清潔に整っており、人間臭さが感じ

られない、と言っていいほどであった。
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施設の沿革と入所 　母子の収容施設としての歴吏は浅く、1988年にそれまでの修道院

を改装し、”Child　and　Fami1ジの認可を受けて、1990年に開設さ

れた。他では母と子が別の施設に収容されるケースもあるが、ここ

では設備が新しいために、母子を一緒に保護することができる。

　ここの定員は、母10人、子供35人である。母の最低年齢は19歳。
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r供の年齢についての制限はないが、6歳になると、入所、（E所は

できても、r供への補助金が出ない。

　入所の期間は長期の人で6ヵ月、ほとんと’が1週間から1～2カ

月で退所する。依存性が高くならないように、できるだけ㌦t期の退

所を目指して、援助している。

　難民の受け入れや、「今すぐ泊まっていいか」という母親からの

電話による直接相談が多いことなどが特徴的である。

処遇の方針、設備

スタッベの談話室にて懇談

　ここでは、母親と価1直観を共有できるようにし、他の人と．一緒に

普通の社会生活がおくれるように指導、援助をしている。そのため

に自分で責任をとれること、自己の価値観を持っようになることを

目標にLている。

　週に1度は、母と指導員との個別而、淡を行い、母の決めた生活フ

ログラムなどについて話し合う：指導員だけては解決できないこと

もあり、専門家の指導を受：ナるようにアト’バイスもする、

　様々な原囚て危機状況に置かれている母j”てあるから、t：だ住居

を提供するだ：ナでなく精神の安定を図り、抱え込んでいるストレ．ス

を解消するためのケアが必要である，母とj’・に自分たちの仲川や職

艮、カウンセラーなどとの暖かい関わりを通して、社会への再統合

の意欲の萌芽を求めていかなければ．ならない＝そのためには、台所

付きのアへ一トのような一般住居1；不適切てあり、学習楡、リピン

ク．’ルーム、談話室、台所、食堂、洗濯場という具合に、共刷のリド問

が用意されている、Fi9’“”は、純然たる寝宅てあり、その他は、完全

　　　　　　　　　　　　　　　な共同生活の場所にな一．・ている⊃

　　　　　　　　　　　　　　　　こうしアニ1｛ゴ舌：ま、⊥く1明1こ／一：る

　　　　　　　　　　　　　　　とわす・1，わ！、いも二）rこあるカ・、

　　　　　　　　　　　　　　　へによ．・ては本ノく臼分て言．るこ

　　　　　　　　　　　　　　　とを」該ほや他の人かLて（・1Lろ

　　　　　　　　　　　　　　　　・而：．あるグこめ、快返三感L．：

　　　　　　　　　　　　　　　LまうL－r衣∫］〔・ド｜：しり！ゴ：jま：rノ
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母子の生活と職員との

　　　　　かかわり

＊毎日の生活は次のようになっている。

　　8：00　朝食

　　8：30　　子供を学校に連れて行く

　　9：00　　皿洗い（交代制）

　　　　　　掃除（分担制）

　昼　食

　午後　　自由時間

　　　　　　一洗濯やタ食の買い物、準備など結構忙しい一

　20：00　　風呂や子供の就寝

　　　　　　一ここまで済むと後は自由時間で外出もできる一

　22：00　門限

　炊事やその買い物は当番制で、職員やボランティアが指導、援助

をしており、食堂で家族ごとにテープルを囲んで食べる。最低限度

の食事も作れない最下層の母が入所してくるケースが多いので、一

緒に基本的な食事作りをし、一緒に食べてマナーを教えたり、乳幼

児への食事指導をしたりすることが生活援助の一環になっている。

　＊一週間の暮らしは次のように設定されている。

　　　火曜日・決めたテーマについての話し合いがある。

　　　木曜日・前に住んでいた母親の来所、懇談がある。

　　　金曜日・『母の会』がある。

　　　　　　・将来のことや教育のことを話し合ったり、週1．600円

　　　　　　　の小遣いの配分をしたり、お金の使い方や週1回の

　　　　　　　カウンセリングを次は誰が受けるのかを決めるなど

　　　　　　　自主的なコミュ＝ケーションの場になっている。

　週末は外泊も認められており、施設の外の世界を出来るだけ見て

いけるような環境づくりもしている。

　一部の母は掃除婦、クリーニング作業などで働いている。月収で

14～15万円になるが、経済的自立は困難で、この人たちも公的扶助

を受けている。

　こうした給料を得ている母も含めて全員が金銭管理の指導を受け

ている。所持し得るお金の範囲内で予算を立て、計画的に自分の好

みにあわせた生活をしていくことが、社会生活の基本になるからで

ある。
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職員と勤務体制 　母と子の生活を援助する職員は次のように構成されている。

　　　　所　長　1人

　　　　指導員　4人

　　　　管理・自立援助職員　2人

　　　　子供の遊びの指導員（所内保母）　1人

　　　　営繕、清掃職員　2人

　母10人、子35人の定員45人に、職員10人の割である。男女各2人

の指導員が3種類の交替勤務を行い、始業の7時30分より終業の21

時までをカバーしている。

　21時以降職員が不在なのは、主に次の3点による。

　　1、母親は大人であり、責任を持たせる指導の意味がある。

　　2、開設当初20時間職員が待機していたが、現実には必要性が

　　　　少なかった。

　　3、緊急時に備えて、ポケットベルによる緊急呼び出しができ

　　　　るようになった。

　種々のハンディキャップを持った人々も、当然、一般社会の中で

普通に暮らしていけるのが、自然な姿である。その中で、一時的な

危機状況により、社会的に孤立した母子家庭は、施設収容により保

護され、JI二夫された施設処遇により、一般社会に再統合される。そ

してそのハンディは社会の中で裏打ちされ、保障されるシステムに

なっている。ただ、6ヵ月までの短期の処遇で危機状況から抜け出

た母子が、実際は、どんな形で、社会に再統合されていくのか。ま

た、退所後の、社会的援助ケアは、どんなシステムなのか……。た

くさんのことが、時間的制約と言葉の壁などにより吸収出来ずに終

わった面がある。しかしながら、その制度が現在の形で社会的に認

知され、そこに根差しているのであれば、それは社会の維持装置の

一っとして大きな意義がある。

　社会が一っの有機体であるならば、その一部に損傷を負った場合、

そこにも当然血液が送り続けられねばならないGそして白らの力に

よる蘇生が困難であるならば、一一時的に外部からの輸lrtlや手術など

が必要となる。そうした一時的な措置ともいうべきものがこの収容

施設の役割である。

　依って立つ歴史や、思想、価値観などを異にする国の制度を一概

に比較するのは危険であるにしても、11dyの児童福祉や母r福祉、

なかんずく母子寮に人きな示唆を与えるには十分なベルギー（フラ

ンダース地方）の一制度であった。
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子供の虐待と放任

　医学界は、当初、子供の虐待の問題を、単なる怪我や打撲などと

区別せずに扱ってきた。1961年、”battered　child（ぶたれた子供）”

という項日が、最初に紹介されて以来、この問題は、急速にふくれ

上がり、注目を浴びた。その後、多くの法律の改正を経て、虐待の

調査活動事業が開始され、これらの試験的事業は、虐待児とその家

族のための援助が急速に必要であることを証明した。

　現在では、それぞれの州に少なくとも一っずつの、子供とその家

族のための、有効で調整された諸専門分野からなる援助サービスを

供給できる児童虐待救済センターが設置されている。

　’℃hild　and　Familv”によるこれらのセンターの認可と、補助金

を出すことは、子供の虐待に関する機関の特別な任務となっている。

　’℃hild　and　Familジは、センターの認可に当り、3っの指導原

則を考慮している：諸専門分野のアプローチ、他の施設やサービス

や援助者との調整、そして、フラマン政府によって打ち立てられた、

特別な任務の実行である。

　児童虐待センターの主な任務は、次のとおりである。

　一子供の虐待に直面している援助者を支援すること；

　一必要とあらば、調整し、援助すること；

　一早期発見の手段として、一般大衆を含む、関係している全ての

者に問題を気付かせること：

　子供の虐待の問題は、専門家達によって取り扱われなければなら

ない、ということは明白である。虐待児とその家族に働きかけるこ

とは、非常に困難で、扱いにくく、大変な複雑さを要求する。論理

的な教育、訓練、テレビ放送の手段による継続した教育が、絶対に

必要であり、援助の重要な要因は、センターのチームそのものの中

だけでなく、公的、私的な他のサービスとの協力と、何よりも継続

した相談である。　この協力は、特別な子供のケア委員会、精神健

康センター、社会福祉の公共センター、病院、開業医、そして、も

ちろん、℃hild　and　Family“のソーシャルナースや、”Child

and　Fami1ゾの診療所に勤める医者との間に生ずるべきものであ
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